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私はこの点に注目し,RCo5化合物の内, 求 -Y,Ce,Pr,Nd,Sm の場合の試料を作成
し,核磁気共鳴吸収の方法,特にスピンエコー法で,その59co核 の内部磁場を測定した｡
これら化合物における59co核の内部磁場は,過去幾人かが論文にしているが,いずれ も
domainwallからの情報であり,RC05の物理的な解析には全く役立っていない｡
今回の測定結果はmagneticdomainからの情報で,世界で初めての結果である｡この情報
とTassetらによるYC05の中性子回折の結果から,RC05における各 siteのCo核磁気モー
メントに対するorbital成分を算出した｡YC05は中性子回折により各 siteのCo磁気モーメ
ント及びそのorbital成分がすでに発表されているので,この値と私の核磁気共鳴吸収による
結果から couplingconstant.を算出し,これをもとに各化合物の各siteにおけるCo磁気モ
ーメントのorbital成分を出した｡このorbital成分は磁気異方性 と結びつき,特にCeCo5,
SmC05の2csiteの orbitalmomentが大きいという顕著な結果を得た｡
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